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びまん性特発性骨増殖症を伴った頚椎損傷に後縦靱帯骨化症が与える影響 
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研究要旨  

びまん性特発性骨増殖症（DISH）の頚椎損傷高位に後縦靭帯骨化（OPLL）を伴う

症例と伴わない症例の間で臨床像を検討した。受傷時の頚髄損傷の重症度には両

群間で有意差を認めなかった。麻痺の改善は、OPLL を伴わない症例が良好であ

った。呼吸器合併症の発生率は、OPLL を伴う群で高率であった。 
 
 
 

 
 

Ａ．研究目的 

後縦靱帯骨化症（OPLL）を伴うと頚髄損

傷のリスクが 2 倍との報告がある。また、

びまん性特発性骨増殖症（DISH）の 49％に

OPLL が合併する。DISH を伴う症例では脊

椎骨折後の合併症と死亡率が、正常脊椎症

例よりも高いとの報告がある。さらに、本研

究班における多施設研究では、DISH に伴う

脊椎損傷の合併症率は、頚椎損傷で 38％、

胸腰椎損傷で 28％であった。DISH に伴う

頚椎損傷と OPLL 併発症例において、その

合併、麻痺の重症度、合併症発生などについ

ては不明な点がある。本調査の目的は、

DISH に伴う頚椎損傷で、損傷レベルに

OPLL を伴う症例と伴わない症例の間で、神

経障害、臨床経過を比較検討することであ

る。 

 

Ｂ．研究方法 

多施設共同研究で登録された 307 名のう

ち、他レベルの損傷を伴わない頚椎損傷 79

例を対象とした。 

損傷高位に OPLL を伴う O 群、伴わない

N 群間で、（１）その分布、（２）受傷時の麻

痺の重症度（AIS）、（３）受傷後 6 ヶ 

 

 

月の AIS、（４）呼吸器合併症の頻度を比較

した。検定には χ2 乗検定を用い、有意水準

を 0.05 とした。 

  

Ｃ．研究結果 

（1）損傷高位と OPLL の関係 

 椎間の損傷例が椎体の損傷例より OPLL

を伴っている割合が高く、椎間では近位ほ

ど、椎体では遠位ほど割合が高かった。 

（2）受傷時の AIS 

O 群は、受傷時 AIS A が 34％、B8％、

C29％、D13％、E16％、N 群は各々17％、

12％、22％、20％、30%であり有意差を認め

なかった。 

（3）受傷 6 か月後の AIS 

 O 群において、受傷時 AIS A の 6 例中、

最終観察時 A が 4 例、B が 2 例、受傷時 C3

例中、観察時 A1 例、C1 例、E1 例、受傷時

D3 例中、観察時 D2 例、E1 例、受傷時 E3

例中、観察時 E3 例であった。 

N 群では、受傷時 A3 例から最終 A3 例、B2

例から C1 例、D1 例、C3 例から D2 例、E1

例、D7 例から E7 例、E7 例から D2 例、E5

例であった。O 群の受傷時 AIS B から D の

症例で 1 段階以上改善した例（33％）は、N
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群（100％）より有意に少なかった（p<0.001）。 

（４）呼吸器合併症率 

 O 群の呼吸器合併症は 47％で生じ、受傷

時 AIS A4 例、C2 例、D1 例であった。N 群

では 5％に生じ、受傷時 C1 例であった。O

群の呼吸器合併症発生率がより高率であっ

た。 

 

Ｄ．考察、 

頚椎の脊柱管面積の狭小化が、OPLL をと

もなった頚髄損傷の術後成績の不良因子で

あったとの報告がある。一方で、後ろ向き多

施設研究で、OPLL の有無で受傷時の

Frankel 分類に有意差がなかったとの報告も

ある。本調査では、DISH に伴う頚椎損傷に

おいて、受傷時の AIS は OPLL 合併症例と

非合併症例で有意差がなかったものの、神

経学的な改善は OPLL 合併症例で劣る可能

性が示唆された。 

脊髄の圧迫と呼吸機能について、

Subclinical な呼吸障害が慢性脊髄圧迫の患

者にはみられ、手術症例では術後に努力性

肺活量が改善するとの報告がある。また、

OPLL の術後に呼吸障害が改善した症例報

告もある。本調査では、OPLL 合併症例にお

ける呼吸器合併症の発生率が高率であった。

過去の報告からは、麻痺の重症度の他に、

OPLL による慢性的な頚髄圧迫による

Subclinical な呼吸障害が影響している可能

性もあり、今後の検討課題と思われる。 

 

Ｅ．結論 

DISHに伴う頚椎損傷症例において、骨折

レベルにOPLLを伴う群と伴わない群の臨

床像を比較した。受傷時の頚髄損傷の重症

度には両群間で有意差を認めなかった。麻

痺の改善は、OPLLを伴わない群が良好であ

った。呼吸器合併症の発生率は、OPLLを伴

う群で高率であった。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  総括研究報告書にまとめて記載 

 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

作成中 

 

2.学会発表 

 第 49 回日本脊椎脊髄病学会 

 2020 年 9 月 7 日（月）～9 日（水） 

 神戸（ハイブリッド開催） 

  

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1.特許取得 

特になし 

2.実用新案登録 

特になし 

3.その他 
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